
 

 

 

   第１回 蒲郡南地区（蒲郡中学校区） 

   まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

 

 

 

 

 

プログラム 

開会  １：３０ 

あいさつ  

事務局から説明  １：３５ 

 ・ワークショップの趣旨・目的 

 ・進め方とスケジュール 

 ・蒲郡市の現状と公共施設マネジメントの取り組み 

 ・前提条件の整理 

 ・本日の検討内容 
 

 

（休 憩）  ２：２０ 

グループ討議  ２：３０ 

発表  ３：３５ 

事務連絡  ３：５５ 

閉会  ４：００ 
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まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ  

 

 

蒲郡市では、急激に変動する社会情勢に対応した公共施設の機能配置や魅力

向上を図るとともに、将来に大きな負担を残さない行財政運営を実現するため

に、公共施設マネジメントの取り組みを進めています。 

これまでに市民の皆様のご意見を伺い、「蒲郡市公共施設マネジメント基本方

針」と「蒲郡市公共施設マネジメント実施計画」を策定し、今後の公共施設の整

備を進めるための道筋を示しました。 

その計画では、小中学校、保育園、児童館及び公民館（地区利用型施設）の再

編にあたっては、中学校区単位で住民の皆様のご意見を伺い、施設再編計画とな

る「地区個別計画」を策定することとしています。 

このワークショップは、「蒲郡市公共施設マネジメント基本方針」を踏まえ、

これから起こる様々な社会の変化や地域の課題に対応した既成概念にとらわれ

ない、より良い公共施設の配置や使い方を考えるために開催するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市は、皆様のご意見を反映させた蒲郡南地区（蒲郡中学校区）の「地区個別計

画」を策定し、施設の再配置を進めることで、“住んでよかった”“住み続けたい”

と思えるような誇りと愛着を持てるまちづくりを目指します。 

ワークショップの趣旨・目的 

蒲郡市公共施設マネジメント基本方針 

①適正化 将来を見据えた維持可能な施設規模に適正化します。 

②効率化 効率的・効果的な維持管理を実施します。 

③魅 力 社会変化に対応した魅力ある公共施設へ再編します。 

④安全性 計画的な保全により公共施設を安全に維持します。 

⑤実行力 公共施設の再編に向けて実行体制を構築します。 
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  市は、ワークショップ等で得られた成果をもとに、「地区個別計画」の策定

に向けて次の５つのステップに分けて、段階的に検討を行います。 

 

 ステップ１ ワークショップ等を通じ、地区個別計画をどのような手順で 

策定するか確認します。 

 ステップ２ 地区にどのような課題があるか確認して問題意識を共有します。 

 ステップ３ 課題解決に向けた方策について共有し、複数の再配置プランを 

検討します。更に、複数の再配置プランを比較するための評価 

の視点について検討します。 

 ステップ４ 複数の再配置プランをステップ３で検討した視点に基づき 

評価し比較します。 

 ステップ５ 再配置プランを絞り込むとともに、運営面での工夫等の 

付帯事項について整理します。 

 

 

 

 

  

進め方とスケジュール 

１ 検討のステップ 

２ スケジュール（予定） 
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  「地区個別計画」の策定に向けた検討では、地区の皆様と様々なコミュニケ

ーションを進めていきます。 

 

 ・ ワークショップ 

 ・ オープンハウス（パネル展示型説明会） 

 ・ かわら版 

 

 

 

【オープンハウス（パネル展示型説明会）】 

 地区の住民の皆様が集まる施設などでパネルを利用し、ワークショップで

のご意見や検討された再配置プランなどの内容を広報します。 

どなたでも立寄ることができ、住民の皆様からワークショップで検討され

ている内容についてのご意見をいただきます。 

 

【かわら版】 

 地区の各世帯に配布するチラシです。ワークショップでのご意見や検討さ

れた再配置プランなどをお知らせするとともに、ワークショップで検討され

ている内容についてのご意見を募集します。 

 

  

３ 

 

コミュニケーション 
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 ・ ワークショップは、平成３１年２月までに５回開催します。 

 ・ 原則として土曜日・日曜日または祝日に開催します。 

 ・ 会場は、原則として地区内の学校または公民館とします。 

 ・ 事務局は、蒲郡市総務部財務課が担当します。 

 ・ ワークショップには、公募でご応募いただいた方が参加します。 

 ・ 同じ参加者に継続してご参加いただき、議論を深めていきます。 

 ・ ワークショップでは、参加者の皆さんにグループ討議で自由にご議論  

いただきます。 

 ・ 一般の傍聴者や報道関係者が会議を傍聴することができます。 

 

 

 

 ・ グループ討議の運営では、円滑な議論のため、司会進行を第三者的立場の

ファシリテーターがお手伝いします。 

 ・ ワークショップでは、グループごとの議論を中心に進め、各回ワークショ

ップの最後に各グループの議論の結果を発表します。 

 ・ グループ討議の議論は要点をまとめて記録します。これは個人の発言が特

定されるものではありませんので、自由で前向きな議論をお願いします。 

 ・ 市に対する要望・陳情の場ではありません。 

 ・ ワークショップの様子をホームページ等で公表するなど情報発信を行い

ます。会場内で録音・撮影する場合があることをご了承ください。 

  

４ 

 

ワークショップの概要 

５ 

 

ワークショップの進め方 
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 ・ ワークショップでのご意見を踏まえて複数の再配置プランを評価・比較

し整理します。 

 ・ 整理した内容は、市が「地区個別計画」を策定する際の基礎情報として

活用します。 

 

 

 

～こんにちは。皆さんの議論を円滑に進めるために、第三者的立場から議事進行

やとりまとめをお手伝いします。どうぞよろしくお願いします～ 

 

 

     篠田
し の だ

 さやか オフィスキュア 

 

     小口
お ぐ ち

 優子
ゆ う こ

  有限会社 まち処計画室 

   

     藤森
ふじもり

 幹人
みきひと

  株式会社 対話計画 

 

     稲葉
い な ば

 久之
ひさゆき

  フリーランス・ファシリテーター 

 

     池田
い け だ

 哲也
て つ や

  一般社団法人 地域問題研究所 

 

     小仲
こ な か

 貴
たか

宏
ひろ

  NPO法人 まちの縁側育くみ隊 

 

 

  

６ 

 

ワークショップの成果 

７ 

 

ファシリテーターのご紹介 
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  ・ 話し合いに積極的に参加しましょう 

 

  ・ 自分の考えを率直に述べましょう 

 

  ・ 前向きな思考で発言しましょう 

 

  ・ 評論家ではなく当事者として関わりましょう 

 

  ・ 他の参加者の意見に耳を傾けましょう 

 

  ・ 気持ちよく運営できるよう協力し合いましょう 

 

  ・ 議論や運営に貢献する姿勢を讃えましょう 

 

（必要があれば追加しましょう） 

８ 

 

ワークショップの参加にあたって 
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現在の府相公民館（南部市民センター）は、老朽化が著しいことや、土砂災害

特別警戒区域に立地していることから、公共施設マネジメント事業に着手する

前から建替えの検討が進められてきました。 

平成２９年度には、府相区の総代や公民館長からなる府相公民館建設検討委

員会と市との間で協議が重ねられ、結果として、府相公民館を竹島小学校との複

合施設として建設し、学校と公民館の機能を連携させたコミュニティの場にす

る方針が決定しました。 

今後は、平成３０年度に実施設計、平成３１年度に建設工事を行い、平成３２

年４月に供用開始を予定しています。 

地区個別計画策定に向けた検討では、小学校や公民館を含む地区利利用型施

設の将来の配置について検討を進めていきますが、既に決定している府相公民

館の竹島小学校敷地への移設と竹島小学校との複合施設としての建設は、実施

することを前提に検討を進めていくことといたします。 

前提条件の整理 
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本日の検討内容 

① 地区個別計画の策定に向けた検討の進め方やワーク

ショップの進め方についてご質問やご提案はありま

すか？ 

まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ 

② 蒲郡南地区（蒲郡中学校区）の現状と今後のまちづ

くりや公共施設について、どのようなことが気にな

っていますか？ 
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 まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショッププ 

 

 

【公共施設配置図】 

  

塩津地区の公共施設データ（平成 26年度蒲郡市公共施設白書より） 蒲郡南地区（蒲郡中学校区）の公共施設の概要 

２4 



 まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショッププ 

 

【地区利用型施設一覧】 

 

出典：平成 26年度蒲郡市公共施設白書 

 

※複数の建物で構成されている施設の築年数は、最も建築年の古い建物をもとに掲載しています。 

※「危険区域該当」における「津波浸水」は平成 26年 5月 30日発表 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査に基づく津波浸水区域を指します。 

※「土砂災害」は愛知県による土砂災害特別警戒区域を指します。 

※「非常用発電装置」は自家発電装置ならびに小型発電機を指します。 

※「非常用電話配線」は災害時優先電話を指します。 

※市の支出・収入・負担額及び利用状況の値は 3カ年度（平成 23～25年度）の平均値を掲載しています。（蒲郡公民館は平成 26年度に建築されたため、データを掲載していません。） 

 

津波
浸水

土砂
災害

防災
備蓄
用品

非常用
発電
装置

非常用
通信
装置

災害用
電話
配線

施設に係る
コスト
（千円）

事業運営に
係るコスト
（千円）

人に係るコ
スト

（千円）

指定
管理料
（千円）

３年平均
（人）

１日あたり
平均

（人/日）

面積あたり
1日あたり平均
（人/㎡・日）

小学校 蒲郡南部小学校 6,826 S24 2.5     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25,334 8,452 2,700 0 93 36,392 5,331 － － － － 341 － 45.5 51.4

蒲郡東部小学校 5,129 S41 2.3     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13,463 8,113 2,700 0 93 24,183 4,715 － － － － 300 － 50.1 51.7

竹島小学校 5,973 S49 2.7     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18,260 8,485 2,700 0 93 29,352 4,914 － － － － 332 － 45.9 51.7

中学校 蒲郡中学校 9,336 S36 2.3     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27,595 10,284 8,300 0 93 46,086 4,936 － － － － 517 － 45.8 51.5

保育園 東部保育園 793 S44 2.9     ○ ○   ○ ○ 3,305 9,305 34,100 0 13,242 33,468 42,188 － － － 60 － － 42.6 58.3

府相保育園 1,112 S46 2.7 ○         ○ 4,131 25,143 84,067 0 25,221 88,120 79,223 － － － 106 － － 47.6 45.7

南部保育園 1,088 H24 1.0     ○ ○     5,332 23,875 70,933 0 22,659 77,481 71,202 － － － 97 － － 72.6 48.1

みどり保育園（私） 1,401 H8 2.2           ○ 0 100,302 0 0 0 100,302 71,592 － － － 110 － － 58.4 47.0

児童館 がまごおり児童館 577 H24 1.2     ○         882 3,051 8,100 0 1,646 10,387 18,007 24,225 82.1 0.142 － － － 71.4 53.3

公民館 蒲郡公民館 806 H26 1.0       ○ ○   ○   － － － － － － － － － － － － － 73.4 －

小江公民館 677 S50 3.2     ○ ○   ○   290 0 0 5,810 0 6,100 9,005 13,086 44.4 0.065 － － 21.1 43.5 48.1

南部市民センター
（府相公民館）

876 S39 3.4   ○           751 1,569 2,152 7,075 798 10,749 12,264 13,774 44.9 0.051 － － 23.2 42.2 41.0

東部公民館 667 S48 3.0     ○ ○   ○   532 0 0 5,844 0 6,376 9,555 29,845 98.7 0.148 － － 16.5 46.2 52.7

市の負担額
（千円）施設用途 施設名称

延床
面積
（㎡）

建築年 老朽化度

危険区域該当
指定
避難所

指定緊急
避難場所

防災設備の有無 市の支出
市の収入
（千円）

ソフト評価
（偏差値）

面積あたり
市負担額
（円/㎡）

利用者数 平均
園児数
（人）

平均
児童・生徒

数
（人）

貸部屋等
利用率
（％）

ハード評価
（偏差値）

２5 
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各施設の概要 

 

施設名称 概況（特徴・課題等） 

蒲郡南部 

小学校 

  

・ 最も古い校舎は昭和 24年に建設されている。 

・ 児童数 332人（H30.5.1現在） 

・ 普通学級数 12（全学年２クラス）、特別支援学級数 2。 

・ 校内に放課後児童クラブが設置されており、3～4年生（２５人）が利

用している。１～２年生（53人）についてはがまごおり児童館で実施。

（H30.4.1現在） 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震補強済み。 

 

蒲郡東部 

小学校 

  

・ 最も古い校舎は昭和 41年に建設されている。 

・ 児童数 284人（H30.5.1現在） 

・ 普通学級数 12（全学年 2クラス）、特別支援学級数 2 

・ 校内に放課後児童クラブが設置されており、1～4年生（49人）が利

用している。（H30.4.1現在） 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震補強済み。 
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施設名称 概況（特徴・課題等） 

竹島小学校 

  

・ 最も古い校舎は昭和 49年に建設されている。 

・ 生徒数 329人（H30.5.1現在） 

・ 普通学級数 12（全学年 2クラス）、特別支援学級数 3。 

・ 校内に放課後児童クラブが設置されており、1～3年生（66人）が利

用している。（H30.4.1現在） 

・ 三谷地区の一部の地域（西区の一部）に暮らす児童も通学している。 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震補強済み。 

 

蒲郡中学校 

  

・ 最も古い校舎は昭和 36年に建設されている。 

・ 生徒数 517人（H30.5.1現在） 

・ 普通学級数 15（全学年 5クラス）、特別支援学級数 3。 

・ 指定避難所・指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震補強済み。 

 



28 

 

施設名称 概況（特徴・課題等） 

東部保育園 

  

・ 昭和 44年に建設されている。 

・ 園児数 53人（定員 70人）（H30.4.1現在） 

・ 平成 30 年度に低年齢児保育（2 歳児）を開始、延長保育は午後 6 時

まで実施。 

・ 指定避難所に指定されている。 

・ 耐震補強済み（平成 29年度に再補強実施済み）。 

府相保育園 

  

・ 昭和 46年に建設されている。 

・ 園児数 105人（定員 130人）（H30.4.1 現在） 

・ 低年齢児保育は生後 6ヵ月～、延長保育は午後 7時まで実施。 

・ 愛知県が発表している津波浸水想定域内にある。 

・ 耐震性能有り。 

南部保育園 

  

・ 平成２４年に建設されている。 

・ 園児数 148人（定員 150人）（H30.4.1 現在） 

・ 低年齢児保育は生後 6ヵ月～、延長保育は午後 7時まで実施。 

・ がまごおり児童館との複合施設。 

・ 指定避難所に指定されている。 

・ 新耐震基準による建築物。 
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施設名称 概況（特徴・課題等） 

がまごおり児

童館 

  

・ 平成 24年に建設されている。 

・ 0～18歳の子どもを対象とした施設。 

・ 蒲郡南部小学校の児童クラブが設置されており、1～2年生（53 人）

が利用している。（H30.4.1現在） 

・ 南部保育園との複合施設。 

・ 指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 新耐震基準による建築物。 

 

蒲郡公民館 

  

・ 平成 26年に建設されている。 

・ 指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 新耐震基準による建築物。 

小江公民館 

  

・ 昭和 50年に建設されており、老朽化が進んでいる。 

・ 指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 耐震性能有り。 
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施設名称 概況（特徴・課題等） 

府相公民館 

（南部市民セ

ンター） 

 

・ 昭和３９年に建設されており、老朽化が進んでいる。 

・ 愛知県が発表している土砂災害特別警戒区域に入っている。 

・ 府相公民館は、南部市民センターの建物内に位置している。 

・ 府相公民館は、竹島小学校敷地内に移転し、小学校と複合化されるこ

とが決定している。 

・ 耐震補強未実施（建替前提のため） 

 

東部公民館 

  

・ 昭和 48年に建設されており、老朽化が進んでいる。 

・ 指定緊急避難場所に指定されている。 

・ 平成 30年度耐震壁補強工事実施予定 

 



 

 

 

次回ワークショップのご案内 

 

 

「第２回蒲郡南地区（蒲郡中学校区）まちづくりと公共施設の将来を考えるワ

ークショップ」を以下のとおり開催いたしますので、ご参加下さいますようお願

いいたします。 

 

１ 日時 

平成３０年８月１９日（日） 

午後１時３０分～午後４時３０分（開場：午後１時１５分） 

 

２ 会場 

  蒲郡中学校 本館３階 図書室 

 

３ お願い 

・ 本日の資料の内「蒲郡南地区（蒲郡中学校区）まちづくりと公共施設の将

来を考えるワークショップ資料集」は、今後のワークショップにご持参下

さい。 

・ 次回ワークショップの資料を郵送で事前に配布いたしますので当日ご持

参下さい。 

・ 欠席される場合は、事務局までご連絡願います。 

 

【ワークショップ事務局】 

蒲郡市総務部財務課 担  当：小野・大森・星野 

電  話：０５３３－６６－１１５８ 

ファクス：０５３３－６６－１１８３ 

E-ma i l：zaimu@city.gamagori.lg.jp 

 


